
原単位の改善のための取組に関する状況　【２０２４年度提出分（２０２３年度実績）】※非特定事業者用

１．エネルギーの使用の合理化に関する事項

２．非化石エネルギーへの転換に関する事項
【電気の需要の最適化】 【非化石エネルギーへの転換】

【取組の概要：カーボンニュートラルに向けて】　

１．自由記述欄 （カーボンニュートラルの実現等に資する事業者独自の取組や革新的技術に係る研究開発等の取組について）

２．関連リンク
：

：

：

（注意事項）
・赤枠囲み欄は必須記載です。
・再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法第３７条第１項の規定による、賦課金に係る特例の適用を受ける期間においては、
　情報の公表を継続する必要があります。
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日本標準産業分類 コード 項目名 エネルギー総使用量 30,768 GJ

調整後温室効果ガス
排出量

　t-CO2エネルギー管理統括者

t-CO2

中分類 01 農業
前年度エネルギー

総使用量

【氏名】

細分類
(申請事業）

0113 野菜作農業（きのこ類の栽培含む）
非化石エネルギー

総使用量
GJ

【役職】

- -

％

kℓ

【エネルギーの使用の合理化】 【調整後温室効果ガス排出量の算定に用いた認証排出削減量等の量】
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【取組の概要：業界の事情等を考慮した取組について（定量指標）】　

【取組の概要：業界の事情等を考慮した取組について（定性的事項）】　

①当社が運営する完全閉鎖人工光型植物工場は、太陽光に代わる光源及び温度・湿度管理のための空調設備に大量の電気を
使用しております。1999年3月の竣工時においては光源の全てに蛍光灯を使用しておりましたが、2021年3月より、省エネ性能に優
るLED光源への転換を推進し、2023年2月にLED化100％を達成致し、その結果、蛍光灯使用時と比較して年間約20～25％の消費
電力量の削減と1日当たり収穫量の大幅な増加を実現しております。
②本年度以降は光源の次に使用電力割合の高い空調機器の省電力対策を検討すると共に、エネルギー使用の更なる合理化を
推進するための生産プロセスの改良を図ってまいります。

①使用エネルギーは電力会社からの買電100％のため、非化石化率は電力会社の非化石化率に依存しております。
②当社が運営する植物工場の生産プロセスは、過去の時代的背景から深夜電力を最大限利用することを前提に確立されたものと
なっており、また、経済的制約から、自家発自家消費の太陽光発電設備等の導入、非化石比率の高い電気料金メニューへの転
換、証書等の購入等の対応を行うことは難しい状況であるため、短期的にはより効率的なエネルギー使用に取り組んでおります
が、将来的な非化石エネルギーへの転換に向けた生産プロセスの変更を本年度以降の重要課題として取り組んでまいります。
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